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①については､水力の利周を通じて､織物 ◎漆器 ◎陶器 ◎銅鉄器 ◎染物等を精巧なものにして
海外に輸出すること､②については､茶や桑を植えて京都において従来注目されてきた製茶 ｡
























































































具体的には､勧業規律金の運用 (第 2条 ◎第3条 ｡第4条)､勧業に運用される資金の預かり
(第5条)､鉱山の検出 (第 6条)､荒地の開墾およびその方法の教諭 (第7条)､木の栽培およ
びその方法の教諭 (第8条)､牧畜を行うことおよびその方法の教諭 (第 9条)､遊郭の管理
(第10条)､｢遊女芸妓｣の調査および矯正 (第11条､第12条)､浮業の管理 (第13条)､新しい
























































































































































































































































































































でも織殿 ｡染殿などが中心的に捉えられていることからも指摘できよう｡ また､貧民救済 ◎女
紅場の事例にも見られるように､治安対策 ｡風俗改良と勧業政策とが密接に関わっていること











1)京都市編 『京都の歴史 8 古都の近代』 撃垂書林 197518-35貢参照｡
2)ちなみに国立教育研究所編 『日本近代教育百年史』第9巻､1973､6-7頁によれば､明治期における
｢産業教育｣の展開は以下のように区分されるという｡
近代産業の移植と産業教育 1868(明治元)年 ～ 1882(明治15)年

















14)田中緑紅編 『明治文化と明石博高翁』 明石博高額彰会 1942参照｡また､明石と勧業政策の関係に
ついては､研究がそれほど多くない｡今回は､並松信久 ｢明治初期京都の勧業政策とその理念 :明石博
高の事績を通して｣『京都産業大学論集』人文科学系列第30号 2003 85-119頁を参照している｡
15)寺尾宏二 『明治初期京都経済史』大雅堂 1945 2貢























34)京都博覧協会編 『京都博覧会沿革史 上巻』 京都博覧協会 19032貢｡なお､本論では1999年に復
刻されたものを使用している｡
35)同上 31頁
36)同上 83-88貢
37)同上 43頁
38)同上 82頁
39)例えば､株仲間が商社と名前を変えて存続した例も指摘されている｡
40)もちろん府会議員選挙でどのような立場の議員が選出されたのかという点は､政策決定を大きく左右
することになる｡ただし､西陣織などの伝統工業が盛んな地域の議員の発言は少なかったとされている｡
(上川芳実 ｢明治10年代府県勧菓政策の特質一京都府を素材とする予備的検討-｣同志社大学人文科
学研究所編 『社会科学』No.351985106-113貢)
41)一般勧業費という分け方自体が変化していると見ることもできるだろう｡そうであったとしても､急
激な削減という事実自体には変わりがない｡
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